





Gene abnormalities in initial-stage carcinomas
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異倍体のパターンを示した平成9年度はcomparativegenomic hybridization (CGH) 
法を用いて早期と進行期の印環細胞癌の全染色体における遺伝子異常を検索した
その結果，早期癌ではCGH法では染色体変化は認めなかったが，進行期癌では7
番染色体のコピー数の増加が検出された.一方，早期の表層拡大型印環細胞癌を
対象として， X染色体不活化現象を用いてクロナリティー解析をしたところ，ほ
とんどの症例でモノクローナルのパターンを示した.こられの癌はほとんどが二
倍体癌であった以上から，初期未分化型癌のほとんどは二倍体癌で，しかも
MSIと接着分子関連遺伝子の異常以外には明かな染色体異常がなく，モノクロー
ナルに表層拡大性に増生し， 7番染色体に存在する未知の遺伝子に異常が生じ，
異倍体化し下方に浸潤性に増殖・進展していくものと考えられた.
